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収入済額 53億7,047万円 
×
 

一玉ー前年度対比で 

6億176万円の減収 

県支出金 

4.8% 
258,255 

町 税 
12.8% 

689,115 
町債 13.5% 

725,200 

繰入金 3.7% 
197,868 

国庫支出金 

3.9% 
210,697 

その他 10.1% 
542,288 

地方交付税 

51.2% 
2,747,046 

C 	 9
月
に
開
か
れ
た
定
例
議
会
で
、
平
成
1
3年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

一
般
会
計
決
算
額
で
は
、
歳
入
総
額
で
5
3億
7
0
4
6
万
9
7
3
5
円
 

（
対
前
年度
比
1
0・0
8％
減
）
、
歳
出
総
額
で
5
2億
3
1
7
4
万
6
7
2
1
 

円
（
対
前
年
度比
1
0・3
9％
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

単
純
に
差
引
い
た
形
式
収
支

の
1
億
3
8
7
2
万
3
0
1
4
円
か
ら
、
 

繰
越
明
許
費
1
4
9
7
万
2
0
0
0
円
を
差
引
い
た
実
質
収
支
は
1
億
2
 

3
7
5
万
1
0
1
4
円
の
黒
字
で
、
こ
の
内
、
3
3
7
5
万
1
0
1
4
円

を
財
政
調
整
基
金

へ
、
7
0
0
0
万
円
を
減
債
基
金
へ
積
立
し
、
残
り
の
 

2
0
0
0
万
円
を
繰
越
金
と
し
て
翌
年
度
の
歳
入
に
編
入
し
ま
し
た
。
 

平
成
十
」
犀
度
 決

算
報
 
土 
~ 

肱10年間ー般会計決熊勘鶴 
収入済額 収入未済額 

町 民 税 247,450千円 15,547千円 

固定資産税 335,741千円 72,386千円 

軽自動車税 19,242千円 1,205千円 

町たばこ税 86,682千円 0千円 
l
」

ー
  

引
 

689,115千円 89,138千円 

4 年度 

10 
億 
円 

4813 .  526万円 	I  
7
0億
円
 

6
0億
円
 

5
0億
円
 

4
0億
円
・
‘
 

3
0億
円

‘
 

2
0億
円
 

5 年度 	」49億6,594万円 

6 年度 56億3,542万円 	,  
	ロ 

9 年度 	53f9,859万円 	ロ 

H年度 	62億7,9o2万円 

12年度 	58億3.803万円“~ 

、 	 ク 

総額 58,207円 

~‘ 

町民祝 固足貧差祝 町た厚こ祝 固定資産税 
28,359 

7 年度 	58億1,537万円 	 0 581意1,537万円 

8 年度 	56億1,72o万円 	り  561意1 ,720万円 	り 

62億7.902万円 	 り 

10年度 	55億2,517万円 	ロ  55億2,517万円 

13年度 	52イ意3 175万円~ 52億3二5万円ー「  

	ロ 

209m 
町民税 
20,901 

※~人当たりの金額は、平成14り・3)131 H現在 ノ軽自動車税 

の“リ＝11.839人でrつ讐二＋i625 
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〔支出済額 52億3,175万円〕 
ー公債費 15.9% 

832.885 
その他 17.7% 

926,176 

総務費 
13.4% 

700,557 
一 

土木費一 

9.2% 
480,209 

民生費 

12.6% 
657,930 

一～衛生費 12.5% 
653,445 

農林水産費 

9.2% 
483,303 

教育費 9.5%ゴ 
497,242 

而鳥．闘飼藤I而罵覇 
総額 441,908円 
※ 1人当たりの金額は、平成 I4年3月31日現在の 

m」の人I撃旦9,,A讐竺竺了す。 

公 債 費 70,351 

総 務 費 59 ,174 
民 生 費 55 ,573 
衛 生 費 55 ,194 
教 育 費 42 , 000 

農林水産費 40I 823 

土 木 費 40 ,562 

そ の 他 78,231 

〔単位：干円〉 

主な歳出の内訳 
◆総務費・消防費 

綴異難鱗講助金 
交通安全対策費 	 7,770 

嘉瀬コミュニテイ消防センター整備事業 	107,814 

◆民生費・衛生費 
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金
n
L金
・
 ◆商 	工 	費 

県信川保証協会貸付金（近代化資金） 	 l7.000 
商工会助成金 	 4,000 
桜まっり助成金 	 6,000 
闘内散策道舗装整備及び外灯設竃工事 	54399 齢「III巌aiIIII 1一7,0004,0006,000;I 	54,3997.500 
三味線演奏者派遺業務委託料 	 6,000 

◆土 木 	費 
道路維持費 
防雪対策費 	 104,655 
新ふるさとづく馴町迫整備事業費 	 194,579 

◆教 	育 	費 
金木小学校管理費 	 53,032 
川‘T小学校菅理費 	 14,856 
嘉瀬小学校『1理費 	 35,189 
喜良II」小学校管理費 	 25,296 
金本qr学校管理費 	 71,120 
金本南中学校管理費 	 32,920 
公民館費 	 55,240 
太宰治記念館管理運営費 	 27,053 
芦野グラウンド改修工リci繰越明許） 	 21,504 
ジャンプ台設蹴工‘」‘費 	 28,494 

◆そ 	の 	他 
抱町占ル金 	 607,113 
」、m臣り刊」一及び・時（I’人金利 f 	 225. 772 

国民健康保険 
歳 入 1, 537, 022, 631円 

歳 出 1, 443, 358, 52 1円 

老 人 保 健 
歳 入 1, 017, 432, 604円 

歳 出 1,043,409,522円 

農業集落排水事業 
歳 	入 366,481,814円 

歳 	出 365,388,814円 

介 護 保 険 
歳 入 764,250,239円 

歳 出 752,198,704円 

水 道 事 業 

収益的収入 307,446, 188円 

収益的支出 301,894, 000円 

資本的収入 1 L 655,000円 

資本的支出 193,771,442円 

	ク 

厳しい財政状況での実質収支は一 

1億2,375万円の黒字 

プ 

、 

(3）広報かなぎ 



金
木
高
等
学
校
（
校
長
廿
岩
城

徹
）
で
十
月
九
日
、
創
立
五
十
周
 

・
 年

を
記
念
し

て
元
小
結
の
舞
の
海

秀
平
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
記
念

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

岩
城
校
長
が
舞
の
海
さ
ん

e
l」
向

校
時
代
の
相
撲
部
顧
問
で
あ
り
恩

師
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
講

演
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

「決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
」
を

演
題
に
し

た
講
演
会
に
は
、

生
徒

や
住
民
ら
約
四
百
人
が

集
り
、

ユ
 

ー
モ
ア
で
 

非
常
に
わ

か
り
ゃ
す

い
相
撲
人

生
な
ど

の
 

、
 

話
に
聞
き
 
．
 

入
っ
て
い
 
【

ー
、
 

ま
し
た
。
 

講
演
を

終
え
た
舞

の
海
さ
ん

は
校
長
室
で
、

「
今
日
の
講
演
会

で
の
金
木
高
校
生
の

態
度
に
は
感

心
し
ま
し
た
。
今
ま
で
二
回
ほ
ど

他
高
校
で
講
演
し
て
き
ま
し
た
が
、
 

あ
ま
り
に
も
ひ
ど
く
途
中
で

や
め

た
く
な
っ
た
が
、
今
日
の
皆
さ
ん

は
静
か
で
真
剣
に
聴
い
て
く
れ
て

感
激
し
ま
し
た
」
と
感
想
を
述

べ
 

「現
在
は
現
役
力
士
時
代
よ
り
多

忙
の
日
々
で
、
体
重
も
二
〇
キ
ロ

減
り
ま
し
た
」
と
近
況
を
話
し
て

い
ま
し
た
。
 （

」
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ー
ー
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	県立金木 
~ 	高等学校 

金
木
町
連
合
婦
人
会
 

ぐ
に
 
創
立
画
十
周
年
を
祝

う
 

広報かなぎ（4) 

創
立
四
十
周
年
を
迎
え
た
金
木
町

連
合
婦

人
会
の
記
念
式
典
が
十
月
九
日
、
中
央
公
民

館
で
関
係
者
及
び
来
賓
約
百
九
十
名
が
出
席

し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
福
山
初
枝
会
長
が

「
男
女
共

同
参
画
社
会
を
目
指
し
、
山
積
す
る
課
題
を

乗
り
き
る
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
同
会
か
ら
婦
人
会
事
業
に
貢
献

し
た
方
々
へ
の
表
彰
状
授
与
、
町
か
ら
同
会

へ
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

来
賓
と
し
て
鳴
海
町
長
が

「
今
後
と
も
婦

人
の
地
位
向
上
と
町
発
展
の
た
め
、

よ
り
一

層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
し

ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
行
わ
れ
た
祝
宴
で
は
、

ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、
四
十
周
年
記
念
に

花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。
 

あ
い
き
つ
す
る
福
山
会
長
 

  

 

 

表彰状の授与 

 

アトラクション 

 

金木町連合婦人会創立40周年記念式典 

「決
し

て
あ
き
ら

め
な
い

」
 

（要
約
）
 

角
界
入
り
に
家
族
は
全
員
反

対
、
し
か
も
身
長
が
百
七
三
m
 

以
上
な
け
れ
ば
な
ら
ず
足
り
な

い
分
は
シ
リ
コ
ン
を
挿
入
し
た

が
、
三
日
間
一
睡
も
で
き
ず
目

ま
い
は
す
る
、
食
べ
れ
ば
吐
く

で
大
変
だ
っ
た
が
、
ど
ー
っ
にか

新
弟
子
検
査
に
合
格
し
幕
下
付

け
出
し
で
大
相
撲
の
第
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
 

横
綱
曙
関
と
の
対
戦
は
、
ま

と
も
に
戦
っ
て
勝
て
る
相
手
で

は
な
い
の
で
癖
を
研
究
し
た
。
 

そ
う
し
て
三
所
攻
め
の
技
は
完

成
し
た
が
、
自
分
の
予
想
し
て

い
る
動
き
で
相
手
が
こ
な
い
と

技
が
か
け
ら
れ
な
い
。
幸
い
自

分
の
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
の
立
会

い
と
な
っ
た
が
、
相
手
は
身
長

二

m以
上
、
体
重
二
五
〇
キ
ロ

の
化
け
物
で
あ
る
。
 

自
分
の
目
線
は
横
綱
の
ヘ
ソ

の
あ
た
り
。
頭
を
下
げ
て
潜
る

こ
と
が
で
き
後
ろ
腰
に
回
り
、
 

足
を
掛
け
た
が
大
木
の
セ
ミ
で

あ
り
、
な
か
な
か
倒
れ
な
い
。
 

何
度
も
振
り
回
さ
れ
た
が
長
い

相
撲
を
取
れ
ば
下
半
身
が
も
ろ

い
の
で
、
決
し
て
あ
き
ら
め
な

け
れ
ば
勝
て
る
と
思
い
、
踏
ん

張
り
勝
つ
こ
と
が
で
さ
た
。
 

何
事
に
も
決
し
て
あ
き
ら
め

な
け
れ
ば
目
標
は
達
成
で
き
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も

今
日
の
私
の
話
を
聞
い
て
考
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 



ふ
れ
あ
い

セ
三
 

金
木
南
中
学
校
（
校
長
廿
小
林
築

一
）
の
三

年
生
五
十
四
人
に

生
命
の
尊
厳
や
乳

幼
児
と

の
ふ
れ
あ
い
体
験
を

通
し
て
父
性
や
母
性
を

養
し
な
っ
て
も
ら
う
「
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ

ー
」
 

が
九
月
二
十
日
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
弘
前
西
教
会

の
石
川

敵

一
牧
師
に

よ
る
「
命
の
尊
さ
」
と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
生
徒
た
ち
が
真
剣
に
聞
き
い
つ

て
い
ま
し
た
。
 

講
演
を
終
え
た
石

川
牧
師
に
生

徒
た
ち
へ

の
一
言
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
 
「君
た
ち

の
未
来

は
す
て
き
な
未
来
で

す
。
未
来
が
開
け
て
い

ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
生
徒
た
ち
は
八
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
三
十
一
人

の
赤

ち
ゃ
ん
た
ち
と
「
ふ
れ
あ
い
体
験

学
習
」
を
行
い
ま
し
た
。
抱
っ

こ
や

オ
ム
ッ
交
換
、

授
乳
な
ど
を
体
験
し
、

お
母
さ
ん

た
ち
へ
妊
娠

期
間

に
気
を

つ
け
た
こ
と
や
出
産
の
感
想
、
子
育
て
な
ど

の
質
間
を
し
て
、
 

育
児
の
喜
び
と
大
変
さ
を
実
感
し

て
い
ま
し
た
。
 

生徒たちの感想 

＠講演を聞いて 
0自分のこれからの人生を見つめなおそう
と思いました。 

0「命」というものについて普段あまり考え
てなかったので、講演を聞いてちょっと
考えさせられた。 

0生命の大切さ、生命の重さを再確認した。 
0命に、あっていいものと、なくてもいい
ものなんてない、ということがー番印象
的でした。 

⑥子どもとふれあってみて 
0よく母などが「赤ちゃんから目が離せな
い」という理由がなんとなくわかった。 

0子どもの行動が良く分からない時が多く
て少し困った。 

0赤ちゃんは生まれる前も、生まれてから
もとても大変だと思った。 

0赤ちゃんの食欲はすこいと思った。 

』
 

嘗 

五
所
川
原
工
業
高
校
（

校
長
H

大
桃
荘

助
）
情
報
技
術
科
二
年
生
三
人
が
十
月
三

・

四
日
の
二

日
間
、
津
軽
三
味
線
会

館
で
現

場
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
 

同
校
で
は
、
産
業
現

場
等
に

お
け
る
体

験
学
習
を
通
し

て
専
門
分
野
に

関
す
る
知

識
や
技

術
を
総
合
的
に
理

解
さ
せ
、

進
路

意
識
の
啓

発
や
望
ま
し

い
勤
労
観

・
商
業

観
を
育
成
す
る
た
め
に
実
習
を
行
っ

て
い

ま
す
。
 

実
習
に
訪
れ
た
喜
良
市
の
葛
西
笑

子
さ
ん
、
嘉
瀬
の

伊
藤
澄
信
さ

ん
、
 

蒔
田

の
徳
田
千
由
希

さ
ん

の
三
人
は

担
当
者
の
実

習
説
明
を
受
け
、

受
付

で
の
接
客
、

館
内
放
送
、

音
響
機
械
の

操
作
な
ど

の
実
習
を

こ
な
し
、

働

く
こ
と
の
大
変
さ
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。
 

●
 

葛西 笑子さん  

「この2日間を通して
やっぱり仕事は大変で
した。これから将来
の職業決めるのにい
い参考になると思い
ます」 

,竺墜 澄信さん 

「今回の体験実習で、 
接客に気を使いまし
たが、職場の感じが
つかめ、貴重な体験
ができて良かったで
す。」 

徳田千由希さん 

「この現場実習を通し
て、今自分が何をや
りたいのか、いまの
自分に何ができるのか。 
そういうことを感じま
した。今の自分を見
つめ直してこれから
の人生を考えていき
たい」 

(5）広報かなぎ 


